
京都大学多文化共学短期[派遣]留学プログラム (2021 年度) 

【プログラム概要】

タイ王国で最も古くに設立された、伝統あるチュラーロンコーン大学によるタイ語学習および文化についての講義、

タイ文化体験、タイ語母語話者との日本語も交えた交流と発表討論の機会をオンラインにて提供します。

言語、文化、社会、歴史等について知識を深めるとともに、高度な異文化理解・交流の機会を得ることができます。

【詳細】

・募集人数： ８名程度

・研修内容： タイ言語文化講義、学生交流、発表討論

・募集対象： 京都大学に在籍する正規の学部生および修士課程大学院生（大学院生は、文学研究科・教育学研究科・

経済学研究科・農学研究科・アジア・アフリカ地域研究研究科・経営管理大学院に所属する者を優先する）

・費 用： 参加費用：5,000～10,000円程度（学費を含む）

※上記は、大学補助（50,000円）、アジア研究教育ユニット（KUASU）補助金（5,000円程度）を差し引い

た金額となります。すなわち60,000～65,000円程度かかるプログラムです。

※参加者は一旦参加費用を負担した後、修了者には大学補助が支給されます。

※プログラムを修了できない場合、大学補助は支払われません。

※ 最終決定通知後に参加を取りやめる場合、キャンセル料が発生します。

（上記費用に含まれるもの）研修費用、（含まれないもの）個人的な諸費用、通信費

【申込方法】

下記ＨＰで募集要項を確認し、オンライン申請を行ってください。

＜KULASIS＞ https://www.k.kyoto-u.ac.jp/student/
全学生向け共通掲示板→【留学情報はこちらをClick】

＜アジア研究教育ユニット＞ https://www.kuasu.cpier.kyoto-u.ac.jp/
【新着情報】にて

【申込締切】 2022年1月11日（火）12時00分（正午）

【備 考】

・2月上旬に事前会話教室を予定しています。

・同時期に実施される他プログラムとの併願を認めません。

・国際高等教育院附属 日本語・日本文化教育センター提供の全学共通科目「日本語・日本文化演習」（2021年度後期：

火曜2限）を受講した上での参加を推奨しています。

・自然災害等その他事由により、プログラムが中止になることがあります。

・本プログラムの受講は、文学研究科・文学部提供の多言語多文化科目「タイ研修」（アジア研究）の単位に

充当される場合があります。

・本プログラムは「「開かれた ASEAN＋6」による日本再発見―SEND を核とした国際連携人材育成」から京都大学

アジア研究教育ユニット、京都大学 重点戦略アクションプランによって引き継がれた 支援体制のもとでおこなわれます。

2020年度プログラム（オンライン）の様子

【本件照会先】

国際高等教育院 河合 淳子

学際融合 教育研究推進センター
西島 薫

ryuga-east.asia＠mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
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